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「来るべき大地震への備え」

0

 第一部：日本における大地震のタイプと特徴

 第二部：過去の大地震での被害

 第三部：東京を襲う地震への備えと心構え

講師：NPO法人建築技術支援協会 小鹿紀英

主催：中央区耐震促進協議会
協力：NPO法人 建築技術支援協会(サーツ)

日本で発生したM7以上大地震（1890-現在）
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過去130年間でM8クラスの地震が14回発生＝10年に1回

内陸地殻内

プレート境界

関東大震災
1923, M7.9

阪神淡路大震災
1995, M7.3

東日本大震災
2011, M9.0
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日本で発生した大地震(死者1000人以上)
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年 地震名 M 死者 津波 タイプ

1 1891 濃尾地震 8 7,273 内陸地殻内

2 1896 明治三陸地震 8.2 21,959 津波 プレート境界

3 1923 関東地震 7.9 105,385 プレート境界

4 1927 北丹後地震 7.3 2,925 内陸地殻内

5 1933 昭和三陸地震 8.1 3,064 津波 アウターライズ地震

6 1943 鳥取地震 7.2 1,063 内陸地殻内

7 1944 東南海地震 7.9 1,223 津波 プレート境界

8 1945 三河地震 6.8 2,306 内陸地殻内

9 1946 南海地震 8 1,330 津波 プレート境界

10 1948 福井地震 7.1 3,769 内陸地殻内

11 1995 兵庫県南部地震 7.3 6,435 内陸地殻内

12 2011 東北地方太平洋沖 9.0 18,549 津波 プレート境界

過去130年間で死者1000人以上の地震は12回＝11年に1回

平田直教授「NHK備える防災コラム：地震と災害」より引用･加筆

この表からわかることは、

 12地震のうち半数がM7クラスの内陸地殻内地震
⇒陸地直下の地下の浅い所で起こっているので、直上の震度
が大きくなる。そのため、建物の倒壊被害が多数発生し、犠牲
者も多い。

⇒木造密集地域があると、倒壊家屋から火災が発生して燃え
広がり、焼失家屋や焼死者が増える。

 残り半数がプレート境界で発生するM8-9クラスの地震
⇒震源域から離れた陸地の大震度の領域は限定的、ただ長周
期地震動が卓越。必ず発生する大津波対策は必須。
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日本で発生した大地震(死者1000人以上)
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三大震災における死因
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平田直教授「NHK備える防災コラム：地震と災害」より引用

死者*18,549名 死者105,385名 死者6,435名

*行方不明者含む

溺死
92％

焼死
87％

建物倒壊等による
圧死83％

以上を受けて

 このように震災ごとに被災内容と犠牲者の死因
が大きく異なることがわかる。

 従って、震災の被害を軽減するためには、以下の
ことが重要

「過去の大震災に学び、未来に備える」

 東京で過去にどんな地震が起き、どのような被害
があったか

 これ以降、どんな種類の地震が起きてどんな被
害が生じそうか

 その地震から命や生活を守る方策は？

5
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関東地方の過去の大地震
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年 地震名 M 死者 津波 特徴

1 1498 明応地震 7.2 3万-4万 津波 南海トラフ

2 1605 慶長地震 8 1万‐2万 津波 南海トラフ

3 1677 延宝房総沖地震 8.0 600 津波

4 1703 元禄関東地震 8.1-8.2 １万以上 津波 相模トラフ

5 1707 宝永地震 8.4-8.6 2万以上 南海トラフ

6 1854 安政東海地震 8.4 6,434 南海トラフ

7 1855 安政江戸地震 7-7.1 11,000 タイプは不明

8 1894 明治東京地震 7.0 31 深さ40-80km、スラブ内地震
9 1895 茨城県南部の地震 7.2 6 霞ヶ浦付近

10 1921 龍ヶ崎地震 7.0 家屋倒壊 茨城・千葉の県境

11 1922 浦賀水道地震 6.8 2
12 1923 大正関東地震 7.9 105,385 相模トラフ

13 1944 昭和東南海地震 7.9 1,223 津波 南海トラフ

14 1987 千葉県東方沖の地震 6.7 2
15 2011 東北太平洋沖地震 9.0 18,549 津波 プレート境界

*青字の南海トラフ地震は平均110年毎に発生 **相模トラフは元禄と大正
***明治以降の130年間に、赤字のM7クラスの地震が南関東で5回発生。
今後30年間でも同種地震が70%の確率で発生の可能性。

表中の各数字は、資料や文献により異なる場合があります。

南関東M7クラス地震の震源
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平田直教授「NHK備える防災コラム：地震と災害」より引用

茨城県南部の地震

明治東京地震

千葉県東方沖の地震

浦賀水道地震

龍ヶ崎地震
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三大震災の被災状況の比較
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関東 阪神淡路 東日本

ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 7.9 7.3 9.0

死者不明 105,385 6,435 18,549

全壊 79,733(非焼失) 186,000余 121,991

焼失 212,353 6,000以上 330件

死因 87%焼死、10%圧死
200-300 津波
700-800 土砂崩れ

83%圧死、13%焼死
5000人在来軸組住宅
の下敷き
次いで家具の下敷き

92%溺死、4%圧死
震災関連死、原発関連
死がいまだにある

特筆点 ・100か所以上の場所
で火災旋風が突然発
生。延焼により都心が
焼け野原となった。
=初期消火の重要性
=火災旋風への理解
といち早い避難

・生存率(消防/自衛隊)
当日救助75%
2日目25%
3日目15%
・近隣住民により救助
27000、生存率80%
=共助の重要性
=初期消火の重要性

・津波想定を越える大津
波で甚大な被害
・330件の火災⇒津波火
災4割・通電火災3割
・東京で帰宅難民多数
・関東で液状化現象発生
・東京の超高層ビルで揺
れ幅2m以上の揺れ

1923関東大震災における震度分布
9

出典：武村雅之「関東大震災」鹿島出版会
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関東大震災の最大の教訓

住家全壊で死者 13,000人

火災で死者 92,000人

住家全壊と火災は無関係ではない

悪の根元は住家全壊
→耐震性の確保が最重要

火災分布震度分布

9/1 16:00 9/2 3:00

地震発生:1923.9.1  11:58
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出典：武村雅之「関東大震災」鹿島出版会

西神田から大手町

大手町から日比谷

溜池から赤坂見附

いつもよく揺れる場所は、昔は、
入江や沼や川沿いの低地だった。

こんな場所は地盤がよくない。

悪い地盤は揺れが大きい

隅田川沿いの低地

11

1923年関東地震(M7.9)

出典：武村雅之「関東大震災」鹿島出版会
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1995阪神･淡路大震災での建物被災状況

出典：東京都都市整備局「マンションの耐震化のすすめ」

1階ピロティの崩壊
（旧耐震、新耐震でも同様の被害あり）

13

1995阪神･淡路大震災-1
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1995阪神･淡路大震災-2

中間層の崩壊（他の階は健全）

人と防災未来センター提供

15

建物の全体崩壊

1995阪神･淡路大震災-3
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沿岸地域の津波被害甚大
869年貞観地震で大規模津波：歴史に学ぶ大事さ

上部構造被害小も基礎被害の建物有り
地盤の影響で大きく揺れたり、基礎被害が出るものも

長継続時間による非構造部材破損有り
天井等の落下、家具類の滑動・転倒

被災範囲広大
地震学者でも想定できなかったM9.0の巨大地震

2011東日本大震災の被害の特徴

液状化による建物の沈下・傾斜被害大
震度5でも長時間揺すられると液状化が起こる

16

旧海岸線

未調査

未調査

広範囲に液状化

建物の沈下、道路面の沈下

道路面の沈下 建物の沈下

建物の傾斜

建物前の墳砂

液状化被害状況（浦安市）
 建物の沈下、傾斜、基礎回りの地盤沈下

17

中央区の液状化
黎明橋公園、新月島公園の一部など

で地表面に亀裂が入る液状化現象が見
られたが、軽微なものにとどまった。
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超高層建物での家具の転倒
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 30階建て超高層の上層階の長周期地震動での家具類の挙動再現

提供: 防災科学技術研究所兵庫耐震工学研究センター

提供：大阪モノレール株式会社

地震時の揺れの様子(2018大阪北部の地震)

大阪モノレール宇野辺駅

19
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提供：大阪モノレール株式会社

大阪モノレール公園東口駅

20

地震時の揺れの様子(2018大阪北部の地震)

21

インフラの被害（大阪府
高槻市）

読売新聞

まとめ

◇大地震(M8以上や死者1000人以上)の発生頻度は10～
11年に1度→死者1000人以上の地震の半数はM7クラス
の内陸地殻内地震であることに注意が必要

◇過去の大震災での主な死因は、溺死(東日本)、焼死(関
東)、圧死(阪神･淡路)

◇各大震災で注目すべき被害と学びは、

東日本大震災：液状化、天井落下、家具の転倒被害

関東大震災：壊れた家屋が出火元→自宅の耐震性確保、

火災発生時→初期消火と火災旋風からの避難

阪神･淡路大震災：倒壊家屋や転倒家具の下敷きで圧死
→自宅の耐震化と家具固定が重要


